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皮） 日本の胡椒 〔香辛料〕 を取る
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〈酢辛皮〉 について見ると、 これと同工の市場物の狂言 〈牛馬〉 〈鍋八撥〉
がある。これらの場合は、売り手たちが売り物の由緒を語ったり、由緒を示す和歌や漢詩句を挙げたりした後で、互いの技芸を競い合うという展開になる。だが、 〈酢辛皮〉においては、これらと異な 、由緒語リの後に仲裁人が
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などの台詞に見られるように、売り手たちに「酢と薑は付きもの」という認識があり、二人連れ立って商売することが効果的だと考えたことによるのである。この振り売りの途上で交わされ 秀句争いの様相については、詞争いの場面がある脇狂言〈筒竹筒〉 〈鴈雁金〉と構造上 類似があるように思われる。 〈筒竹筒〉 は二人の酒屋が八幡宮に奉納する神酒の入れ物の名称をめぐっ






へと改変されたのは、系図語リの表現技巧との関わりが考えられる 酢売りが「酢（す） 」を掛けた秀句、薑売りが「辛（から） 」を掛けた秀句を言うのは、それぞれが系図語リを「酢（す） 」尽くし・ 「辛（から） 尽くしで語ることに基づいていると見ら るからである。だが、それだけではなく、商売の様態が振り売りに改変されたことも密接
に関わっていると考えられる。売り




〈酢辛皮〉の留メが追い込み留メになったのは、検断が売り手双方の系図語リを聞いたもの 、 優劣の判断ができず、 「かやう る分け難き は中にてる」と言って賭物を持ち逃げするという結末になり、それに合わせたからで
 









めたことを「酢（す 尽くしで い、辛皮売りは「からく」天皇に納めたことを「辛（から） 」尽くしで言う。これらは早物語的な発想によるものとすべきかも知れない」 （注９）と指摘する。
 
その早物語については、安間清氏が、 「その語りの形式からいえば、それが
ことごとく早口に語られるものであったことはもちろんであるが、内容のうえからみても、そのほとんど多く 滑稽諧謔を旨としていることは、笑いの文学としての早物語の本性をよくあらわしてい 」 指摘 上 物語の内容によって、 「大話もの」 擬合戦 」 「数えもの」 「言語遊戯もの 「祝いもの」 「その他」に分類し、 「言 遊戯もの」には 何々づく 」の 語遊戯ができているとして次のような物語を挙げて 。 （注
10） 
ないないづくしで申さうか、ないないづくしで申さうなら、まっ暗闇夜には月が 、雨気模様にア星が 、坊主の髪結ためったにない、夜具（やんぐ）に振袖アどこにもない 座頭の眼（まなぐ）に仏がない、目腐れ眼 ア瞳毛（まつげ）がない、それも嘘ない違ひないの真中だ。
（ 「旅と伝説」九巻・十号、一九三六年十月）
 
このような 「何々づくし」 の言語遊戯に 語リにおける、 「酢 （す） 」尽くし・ 「辛（から） 」尽くしとの発想の類似を確かに見るこ ができる。
 
































































線部ｂ・ｄである。これらは、 「酢（す） 」 「辛（から） 」を掛けた言葉を連ねて律動感を伴って語られている箇所である。まず波線部ａ・ｃの内容 見ると、天皇の目に留まって声を掛け れた酢売り・辛皮売りが門から天皇の御座まで移動する様子が語られている。 そ が 尽くし・ 「辛 （から） 」尽くしで語られること よ 、酢売り・辛皮売りの移動の様子が躍動感を帯びて来るという効果が認められよう。
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右の波線を付した箇所に見られるように、 虎明本・天理本・ 『狂言記』 には、






















































































































































































































































































































右の波線を付した箇所に見られるように、 虎明本・天理本・ 『狂言記』 には、




































































































































































































































































































































他にも、 「おはんじよに着いておぢやる」 「清水寺にはお稚児成とやら喝食成とやらがある いふが」のように、台詞
に洛中の社寺名が見える。また、４









の違いに拠ると思われる。 『狂言記』では、 「推古天王もからく天王も位は同じ事。今からは相商ひに参らふず」の台詞が示すように、既に対抗意識はないかのようである。これに対して、虎明本・天理本・保教本では、 「いざ是からは宿へ帰る道すが 秀句こせ事を言 て、 言ひ勝つた者が頭を持たう」 （虎明本）などの台詞が示すように、対抗意
識から秀句争いを始めている。かと





融和が図られ、 「同心」による「商売」 （虎明本） ・ 「相商ひ」 （ 『狂言記』 ）をする様相が見られる。
 
この「相商ひ」は、先に見たような「酢と薑は付き物」という認識に基づ
くものであり、さらに、橋本朝生氏が説く「一 の物を共用する趣向」 ・ 「 《相合》の趣向」 （注
13）につながるものと考えられる。橋本氏は、その発想に
ついて、 「二人で同じ舞を舞う相舞がめでたいよう 、 《相合》はそれだけで祝言となるも であったのだろう」と指摘する。 《相合》は互いの融和 図る形態であるが故にめ たいと考えられる。そのような祝言性への指向を〈酢薑〉の「相商ひ」の秀句争いの場面に認め ことができよう。
 
さらに、この秀句争いは、前節で詳述 た語リと相関性がある。語リと秀






意をもつこと」を諸先学が説 いるこ などから、 「 「囃子物」そ ものに祝言性があった 推測」して、 「脇狂言のうち囃子物を持たぬ曲が「語り」を持っていることは 「語り」 というものにも囃子物と同様の意があった」 注
14）








































































































































































他にも、 「おはんじよに着いておぢやる」 「清水寺にはお稚児成とやら喝食成とやらがある いふが」のように、台詞
に洛中の社寺名が見える。また、４









の違いに拠ると思われる。 『狂言記』では、 「推古天王もからく天王も位は同じ事。今からは相商ひに参らふず」の台詞が示すように、既に対抗意識はないかのようである。これに対して、虎明本・天理本・保教本では、 「いざ是からは宿へ帰る道すが 秀句こせ事を言 て、 言ひ勝つた者が頭を持たう」 （虎明本）などの台詞が示すように、対抗意
識から秀句争いを始めている。かと





融和が図られ、 「同心」による「商売」 （虎明本） ・ 「相商ひ」 （ 『狂言記』 ）をする様相が見られる。
 
この「相商ひ」は、先に見たような「酢と薑は付き物」という認識に基づ
くものであり、さらに、橋本朝生氏が説く「一 の物を共用する趣向」 ・ 「 《相合》の趣向」 （注
13）につながるものと考えられる。橋本氏は、その発想に
ついて、 「二人で同じ舞を舞う相舞がめでたいよう 、 《相合》はそれだけで祝言となるも であったのだろう」と指摘する。 《相合》は互いの融和 図る形態であるが故にめ たいと考えられる。そのような祝言性への指向を〈酢薑〉の「相商ひ」の秀句争いの場面に認め ことができよう。
 
さらに、この秀句争いは、前節で詳述 た語リと相関性がある。語リと秀






意をもつこと」を諸先学が説 いるこ などから、 「 「囃子物」そ ものに祝言性があった 推測」して、 「脇狂言のうち囃子物を持たぬ曲が「語り」を持っていることは 「語り」 というものにも囃子物と同様の意があった」 注
14）

























〈酢薑〉の成立については、金井清光氏が、 「市場の狂言」 （ 『能と狂言』明
治書院、一九七七年）で、 「はじ み市」 「しょうが祭」といった「祭りの日に市場の神に奏上する祝詞」が行われ、それは「酢と辛皮の効能を そう高めるために、すづくし・からづくしにした物づくしの呪詞」であり、 「狂言がそれをとり入れて酢売りと辛皮売りの由緒自慢のすづくし・からづくしにおきかえたとき、そ は神に奏上する祝詞から観客に聞かせる滑稽な言語遊戯に変質してしまっ 」と指摘した で、 「天正本「すからかは」の市場 場面はカットされ、 酢売りとはじかみ売りの言語遊戯を大幅に増補して現行 「酢はじかみ」が成立 た」 述べている。
 
語リの発生を見る時、金井氏が指摘するように「物づくしの呪詞」である
「市場の神に奏上する祝詞」との関わ が語リにあった可能性も考えられるだろう。だが、 「近世に近い時代の（あ い 近世初頭の）狂言師たち」は、語リに祝言性を認めていたと考えら る。しかも、秀句争いの場面の「言語遊戯」は売り手たち 融和をもたらし、そこにも祝言性が窺える。売り手たちの融和が〈酢薑〉のテーマだと考え れ テーマの形成に関わる言語遊戯は〈酢薑〉の成立 重要な役割を果たしていると言えよう。
 
こうして、 〈酢薑〉は、語リから引き出された言語遊戯を売り手たちがやり




 〈酢薑〉で、語リの後に秀句争いの場面が展開されることは際立って特徴的な点であると思われる。 〈鍋八撥〉 〈牛馬〉 〈膏薬煉〉といった、他の職人物の狂言を見ると、それとは違って、売り物の優位性を主張し合った後は、売り物そのものを使って、技芸や効力を競い合うという展開になっているからだ。秀句争いに ったのは語リの働きによるのであり、天正狂言本の〈酢辛皮〉が検断の賭物持ち逃げで終わってしまうのも、秀句を織り込んだ語リを聞かせることに眼目があったからなのではないだろうか。
 
〈酢薑〉の秀句争いの場面は、そのような語リの趣向を拡大させたものと
言えるだろう。 〈酢薑〉は、秀句 主要な趣向にして る点では、 〈薩摩守〉〈秀句傘〉 〈今参〉 などの秀句を趣向に
取り入れた狂言と同列にあると見るこ

















５それぞれの本文については、 （Ａ） 大蔵彌太郎編 『大蔵家伝之書古本能狂言・
三』 （臨川書店、一九七六年） （Ｂ）天理図書館善本叢書和書之部編集委員会編『狂言六義・下』 （天理大学出版部、一九七六年） （Ｃ）鴻山文庫蔵・安田十兵衛刊『狂言記・巻第一』 （寛文二年
1662 ） 、 （Ｄ）天理図書館善本
叢書和書之部編集委員会編『鷺流狂言伝書保教本・二』 （天理大学出版部一九八四年）に拠り、漢字を常用漢字に改め、適宜漢字を当て、句読点・カギ括弧を補い、私意により傍線等の符号を付した。なお、曲名については、 （Ａ） （Ｃ）は〈酢薑〉 、 （Ｂ） （Ｄ）は〈酸辛〉になっ いるが、同 曲なので 一括して〈酢薑〉と呼ぶ。
 










11特権の保証の証拠になった供御人関係文 に注目した供御人 ついての研究は、中村直勝氏・小野晃嗣氏・赤松俊秀氏らによって推進された。また、鋳物師の蔵人所牒・綸旨に注目し、そこに天皇制を支えた庶民の意識を看取した研究には、豊田武氏「中世の天皇制」 （ 『日本歴史』 九号、一九五〇年六月） ・安田元久氏「封建時代の天皇制」 思想』三三六号、一九五二年六月）がある。これらの研究を継承し、天皇の経済を支えた職能民のあり方を追究し のが網野善彦氏の研究（ 『日本中世 非農業民と天皇』岩波書店、一 八四 ）である。狂言と 関係については、橋本朝生氏が「中世の身分制と狂言」 （注２前掲書 Ⅱ・六・３）で 大山喬兵氏・網野
善彦氏・黒田俊雄氏・細川涼一氏の考察の中で「非人身分の様々な性格が明らかにされつつある。網野氏は天皇支配権 下 課役免除の特権を保証されたことを言われるが、狂言の商人が天皇の名を口にすることがそれと関連して注目されよう」と述べている。
 
12土井洋一氏が ３前掲稿の中で、秀句合戦の場を「烏丸通 南下し、 「おはんじょ」を経 五条の橋を渡り、清水寺」に至る「洛中 特定地域に設定」して、 「近世初期を上限として、狂言記「酢薑」は改変され、世情を活写することにも成功していると評価したい」 と述べているのも首肯される。
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三』 （臨川書店、一九七六年） （Ｂ）天理図書館善本叢書和書之部編集委員会編『狂言六義・下』 （天理大学出版部、一九七六年） （Ｃ）鴻山文庫蔵・安田十兵衛刊『狂言記・巻第一』 （寛文二年
1662 ） 、 （Ｄ）天理図書館善本
叢書和書之部編集委員会編『鷺流狂言伝書保教本・二』 （天理大学出版部一九八四年）に拠り、漢字を常用漢字に改め、適宜漢字を当て、句読点・カギ括弧を補い、私意により傍線等の符号を付した。なお、曲名については、 （Ａ） （Ｃ）は〈酢薑〉 、 （Ｂ） （Ｄ）は〈酸辛〉になっ いるが、同 曲なので 一括して〈酢薑〉と呼ぶ。
 










11特権の保証の証拠になった供御人関係文 に注目した供御人 ついての研究は、中村直勝氏・小野晃嗣氏・赤松俊秀氏らによって推進された。また、鋳物師の蔵人所牒・綸旨に注目し、そこに天皇制を支えた庶民の意識を看取した研究には、豊田武氏「中世の天皇制」 （ 『日本歴史』 九号、一九五〇年六月） ・安田元久氏「封建時代の天皇制」 思想』三三六号、一九五二年六月）がある。これらの研究を継承し、天皇の経済を支えた職能民のあり方を追究し のが網野善彦氏の研究（ 『日本中世 非農業民と天皇』岩波書店、一 八四 ）である。狂言と 関係については、橋本朝生氏が「中世の身分制と狂言」 （注２前掲書 Ⅱ・六・３）で 大山喬兵氏・網野
善彦氏・黒田俊雄氏・細川涼一氏の考察の中で「非人身分の様々な性格が明らかにされつつある。網野氏は天皇支配権 下 課役免除の特権を保証されたことを言われるが、狂言の商人が天皇の名を口にすることがそれと関連して注目されよう」と述べている。
 
12土井洋一氏が ３前掲稿の中で、秀句合戦の場を「烏丸通 南下し、 「おはんじょ」を経 五条の橋を渡り、清水寺」に至る「洛中 特定地域に設定」して、 「近世初期を上限として、狂言記「酢薑」は改変され、世情を活写することにも成功していると評価したい」 と述べているのも首肯される。
 
13橋本朝生著『中世史劇と の狂言』 （若草書房、一九九七年）のⅡ・五・１ 14小笠原恭子著『かぶきの誕生』 （明治書院、一九七二年）の第四章・ 「狂言の語り」
 
15注
10前掲書の二・七・５
 
16注
14前掲書の同章・同節
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